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1. 令和3年3月期第3四半期の連結業績（令和2年4月1日～令和2年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

3年3月期第3四半期 603,083 △58.4 △93,592 ― △147,761 ― △111,492 ―

2年3月期第3四半期 1,448,006 2.9 611,936 2.4 555,658 2.9 388,121 3.3

（注）包括利益 3年3月期第3四半期　　△95,575百万円 （―％） 2年3月期第3四半期　　395,754百万円 （7.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

3年3月期第3四半期 △567.42 ―

2年3月期第3四半期 1,978.50 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

3年3月期第3四半期 9,490,496 3,755,675 39.1

2年3月期 9,603,126 3,872,103 39.9

（参考）自己資本 3年3月期第3四半期 3,714,368百万円 2年3月期 3,831,833百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2年3月期 ― 75.00 ― 75.00 150.00

3年3月期 ― 65.00 ―

3年3月期（予想） 65.00 130.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和3年3月期の連結業績予想（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 863,000 △53.2 △185,000 ― △258,000 ― △192,000 ― △977.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 3年3月期3Q 206,000,000 株 2年3月期 206,000,000 株

② 期末自己株式数 3年3月期3Q 9,289,069 株 2年3月期 9,644,869 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 3年3月期3Q 196,491,350 株 2年3月期3Q 196,169,812 株

（注）期末自己株式数、及び期中平均株式数の計算において控除する自己株式には、株式給付信託（従業員持株会処分型）にかかる信託口が保有する
以下の当社株式を含めています。

期末自己株式数　：　3年3月期3Q　 88,200株　　2年3月期　　　　444,000株

期中平均株式数　：　3年3月期3Q　307,781株　　2年3月期3Q　　629,320株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1. 本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報及び計画に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後の経済情勢等によって予想数値と異なる場合があります。

2. 四半期決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページにも掲載することとしています。また、同日開催予定のアナリスト向け説明会で

使用する資料についても、TDnet及び当社ホームページに掲載する予定です。


